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今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
は

次
の
と
お
り
で
す
。
意
見
書
は
関
係

機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
尖
閣
諸
島
沖
に
お
け
る
中
国

漁
船
衝
突
事
件
に
関
す
る
意
見
書

　

９
月
７
日
、
沖
縄
県
石
垣
市
尖
閣

諸
島
沖
の
日
本
領
海
内
で
中
国
漁
船

衝
突
事
件
が
発
生
し
、
那
覇
地
方
検

察
庁
は
同
月
24
日
、
公
務
執
行
妨
害

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
中
国
人
船
長
を

処
分
保
留
の
ま
ま
釈
放
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
「
尖
閣
諸
島
は
日
本
固
有
の
領

土
で
領
有
権
の
問
題
は
存
在
し
な

い
」
と
い
う
の
が
政
府
の
見
解
で
あ

る
。
過
去
の
経
緯
を
見
て
も
中
国
や

台
湾
が
領
有
権
に
つ
い
て
独
自
の

主
張
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

１
９
７
０
年
代
以
降
で
あ
り
、
そ
れ

以
前
は
ど
の
国
も
異
議
を
唱
え
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
今
回
、
中
国
人
船
長
が
逮

捕
さ
れ
る
と
、
中
国
は
、
閣
僚
級
以

上
の
交
流
停
止
な
ど
の
対
抗
措
置
を

と
り
、
観
光
客
の
訪
日
中
止
な
ど
日

本
の
各
種
産
業
に
も
悪
影
響
が
出
て

い
る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
船
長

を
釈
放
し
た
こ
と
は
「
中
国
の
圧
力

に
屈
し
た
」
と
の
印
象
を
与
え
、
今

後
同
様
の
事
件
に
関
し
て
は
、
国
内

法
に
基
づ
い
て
厳
正
に
対
処
し
て
い

く
姿
勢
を
貫
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
毅
然
と
し
た
外
交
姿
勢
を
確

立
す
る
よ
う
、
左
記
事
項
の
実
現
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　
「
尖
閣
諸
島
は
日
本
固
有
の
領

土
で
あ
る
」
と
の
態
度
を
明
確
に

中
国
及
び
諸
外
国
に
示
し
、
今
後

同
様
の
事
件
が
起
こ
っ
た
際
は
、

国
内
法
に
基
づ
き
厳
正
に
対
処
す

る
こ
と
。

２　

海
上
保
安
庁
が
撮
影
し
た
衝
突

時
の
ビ
デ
オ
の
公
表
を
含
め
、
事

実
関
係
の
解
明
に
努
め
る
こ
と
。

３　

政
府
は
、
臨
時
国
会
の
場
で
国

民
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
。

４　

政
府
は
、
中
国
の
圧
力
に
屈
せ

ず
、毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
む
こ
と
。

５　

尖
閣
諸
島
に
お
け
る
海
上
保
安

庁
の
警
備
体
制
を
充
実
・
強
化
す

る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、
外

務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

10
月
４
日
議
決

オ
ウ
ム
真
理
教
主
流
派
ア
レ
フ
の
進

出
を
阻
止
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
法

整
備
を
求
め
る
意
見
書

　

オ
ウ
ム
真
理
教
は
、「
無
差
別
大

量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制

に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
団
体
規

制
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
、
観

察
処
分
を
受
け
て
い
る
。
現
在
も
、

ア
レ
フ
と
ひ
か
り
の
輪
と
い
う
二
つ

の
組
織
で
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、

社
会
的
な
不
安
は
残
っ
た
ま
ま
で
あ

る
。

　

区
内
で
は
す
で
に
２
カ
所
の
ア
レ

フ
の
施
設
が
存
在
し
て
お
り
、
地
域

住
民
の
不
安
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い

中
で
、
さ
ら
に
本
年
３
月
、
実
質
的

に
は
ア
レ
フ
で
あ
る
「
合
同
会
社
宝

樹
社
」
が
足
立
区
入
谷
に
不
動
産
を

取
得
し
、
国
内
最
大
規
模
と
い
わ
れ

る
新
た
な
拠
点
作
り
を
進
め
て
い
る
。

　

不
安
と
恐
怖
を
感
じ
た
地
域
住
民

は
、
６
月
に
「
足
立
入
谷
地
域
オ
ウ

ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）
対
策
住
民
協

議
会
」
を
設
立
し
、
一
致
団
結
し
て

反
対
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
地
域
住
民
や
自
治
体
の
力
に

は
限
界
が
あ
り
、
現
行
法
の
下
で
は

安
心
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
ア
レ
フ
進
出
を
阻

止
す
る
た
め
、
団
体
規
制
法
の
見
直

し
を
含
め
た
抜
本
的
な
法
整
備
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、
公
安
調

査
庁
長
官
あ
て
）

10
月
22
日
議
決

完
全
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

の
実
施
に
向
け
て
円
滑
な
移
行
策
を

求
め
る
意
見
書

　

来
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月
24
日

を
も
っ
て
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
を

終
了
、
完
全
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
（
地
デ
ジ
）
に
移
行
す
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
離
島
・
山
間
地
域
で
は

普
及
が
遅
れ
て
お
り
、
ビ
ル
の
陰
な

ど
で
電
波
が
届
き
に
く
い
施
設
へ
の

対
策
は
達
成
率
が
約
48
％
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
改

修
が
必
要
な
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の

対
応
も
約
77
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
残
存
す
る
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
は
推
定
約
３
千
500
万
台
と
い

わ
れ
、
不
法
投
棄
の
懸
念
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
完
全
地
デ
ジ
化
に
向
け
て
移

行
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
左
記
事
項

の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

記

１　

離
島
、
山
間
地
域
ほ
か
普
及
率

が
低
い
地
域
に
対
し
て
地
デ
ジ
移

行
の
啓
発
活
動
を
重
点
的
に
推
進

し
、
デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ

受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の
相
談

窓
口
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
。

２　

地
デ
ジ
に
関
す
る
個
別
相
談
会

を
自
治
体
で
も
き
め
細
か
く
実
施

で
き
る
よ
う
、
予
算
措
置
な
ど
の

支
援
策
を
十
分
に
講
じ
る
こ
と
。

３　

地
デ
ジ
に
対
応
し
て
い
な
い
集

合
住
宅
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
設
置

や
施
設
内
配
線
の
支
援
策
の
着
実

な
履
行
と
、
ビ
ル
陰
世
帯
に
つ
い

て
も
確
実
な
移
行
策
を
推
進
す
る

こ
と
。

４　

地
デ
ジ
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図

る
た
め
、
特
に
低
所
得
者
に
対
し

て
、十
分
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

５　

大
量
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
が
一

斉
に
廃
品
に
な
る
た
め
、
懸
念
さ

れ
て
い
る
不
法
投
棄
の
防
止
策
及

び
円
滑
な
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
を
着

実
に
推
進
す
る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
環

境
大
臣
あ
て
）

10
月
22
日
議
決

平成21年度各会計決算
一　般　会　計

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書

（
要
旨
）

国民健康保険特別会計

老人保健医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

[ 歳出の部 ]
2,384 億 2,340 万 2,918 円

特別区交付金 
945 億円 8,856 万 2,000 円

（38.15%）

使用料及び手数料
38 億 8,480 万 9,914 円

（1.57%）

国庫支出金
463 億 113 万 903 円

（18.67%）

都支出金
123 億 8,873 万 5,195 円

（5.00%）

特別区債 
58 億 397 万 5,200 円

（2.34%）

その他
409 億 3,847 万 1,229 円

（16.51%）

議会費
8 億 8,396 万 9,053 円

（0.37%）

総務費 
366 億 1,096 万 7,996 円

（15.36%）

民生費
910 億 8,026 万 6,038 円

（38.20%）

産業経済費 
30 億 7,687 万 2,969 円

（1.29%）

環境衛生費
169 億 4,226 万 8,898 円

（7.11%）

土木費 
204 億 9,670 万 2,194 円

（8.60%）

教育費 
321 億 4,200 万 9,343 円

（13.48%）

公債費
175 億 1,129 万 927 円

（7.34%）

諸支出金 
196 億 7,905 万 5,500 円

（8.25%）

[ 歳入の部 ]
782 億 7,751 万 4,780 円

[ 歳入の部 ]
357 億 8,384 万 9,691 円

[ 歳入の部 ]
92 億 3,522 万 349 円

[ 歳入の部 ]
4 億 801 万 734 円

[ 歳出の部 ]
773 億 1,582 万 7,469 円

[ 歳出の部 ]
355 億 4,892 万 5,310 円

[ 歳出の部 ]
90 億 1,782 万 797 円

[ 歳出の部 ]
3 億 7,681 万 3,411 円

国民健康保険料
166 億 694 万 1,076 円　
　　　（21.22%）

国庫支出金
192 億 8,850 万 4,232 円

（24.64%）

都支出金
44 億 7,177 万 2,160 円

（5.71%）　　　　

繰入金
116 億 166 万 205 円

（14.82%）

その他
117 億 5,852 万 260 円

（15.02%）
総務費
11 億 9.680 万 7,803 円
　　　　（1.55%）

保険給付費
529 億 2,284 万 3,830 円

（68.45%）

後期高齢者支援金等
102 億 2,675 万 7,840 円

（13.23%）

共同事業拠出金
84 億 6,967 万 1,887 円

（10.95%）

介護保険料
70 億 3,815 万 9,220 円

（19.67%）

国庫支出金
72 億 7,859 万
3,421 円（20.34%）

都支出金
49 億 4,921 万 3,010 円

（13.83%）

支払基金交付金
99 億 3,822 万 3,309 円

（27.77%）

その他
12 億 120 万 2,731（3.36%）

保険給付費
325 億 1,649 万 8,089 円

（91.47%）

その他
21 億 3,961 万 8,770 円

（6.02%）

後期高齢者医療保険料
34 億 4,474 万 1,814 円

（37.30%）

繰入金
45 億 9,453 万 8,500 円

（49.75%）

その他
11 億 9,594 万 35 円

（12.95%）

総務費
2 億 3,713 万 5,913 円

（2.63%）
保険給付費
1 億 9,411 万円

（2.15%）

分担金及び負担金
79 億 1,832 万 9,342 円

（87.81%）

その他
6 億 6,824 万 5,542 円

（7.41%）

その他
2,000 万 50 円（4.90%） 医療諸費

4,521 万 107 円
（12.00%）

諸支出金
3 億 3,160 万 3,304 円

（88.00%）

特別区税
440 億 3,324 万 6,073 円

（17.76%）

[ 歳入の部 ]
2,479 億 3,893 万 514 円

支払基金交付金
1,859 万 7,484 円（4.56%）

国庫支出金
3 億 1,504 万 3,191 円

（77.21%）

繰入金
2,136 万 3,000 円

（5.24%）

諸収入
3,300 万 7,009 円

（8.09%）

総務費
8 億 9,280 万 8,451 円

（2.51%）繰入金
53 億 7,845 万 8,000 円

（15.03%）

その他
44 億 9,974 万 6,109 円
　　　　　　　　　（5.82%）

前期高齢者交付金
145 億 5,011 万 6,847 円

（18.59%）


